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路さんに聞きました！

「小規模多機能ホーム
みんなんち」ってどんなところ？

こうだったらいいなを
叶える働き方

こうだったらいいなを
叶える働き方

こうだったらいいなを
叶える働き方

脂肪の甘みがおいしい
日本の米育ち豚
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まち活動に関わる形は、運営委員、サポーター、企画参加者など人
それぞれです。まずは自分の地域はなんというまちで、どんな活動
があるか見てみませんか？食べ物や環境、社会問題に同じ思いを持
つ仲間や、カタログを読むだけではわからなかった知識など、まち
活動を通して多くの出会いがあります。

「消費材を食べ続けるため、生産者が持続可能な生産を続けるため、
おおぜいの組合員の食べる力を結集する」生活クラブの考え方の一つ
です。そうして多くの仲間を集め、生活クラブは21都道府県に広がり
ました。一方で組合員組織の運営はできるだけ地域に近い場で進め
ることを大事にしてきました。地域の組合員が、自分たちの地域で自
分たちが考えた活動に取り組む、自治権を持つ主体がまちです。 地域の活動を見てみよう▶
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地域の人と共に、安心して暮らし続けるために
生活クラブ東京の全組合員の寄付により1993年に設立した社会福祉法人 悠遊（ゆうゆう）。「親や自分が高齢になっ
た時に、日中通って楽しく過ごせる場がほしい」という思いで西東京市（旧保谷市）にデイサービスを開設し、現在では
世田谷区と中野区にも拠点を広げ、3拠点で12の介護保険事業を展開しています。今回は「小規模多機能ホームみんな
んち」での、地域のつながりづくりの取組みを紹介します。 生活クラブ・ケアセンター世田谷。

1階には「小規模多機能ホームみんなんち」と居宅
介護支援事業所「支援サービスちとせ」、2階・3階に
は「グループホームちとせ」が入居する複合施設です

●小規模多機能ホームとは？
小規模多機能ホームは 2006 年に開始した介
護保険事業です。1つの事業所で「通所」「訪問」
「宿泊」を柔軟に組み合わせられます。月額定
額制で利用ができ、利用者の介護度によって利
用料が決まります。

●どのような方におすすめなのでしょうか。
入院していて、退院後の生活が心配な方です
ね。退院後1カ月間は小規模多機能ホームに
宿泊し、リハビリで身体機能を回復、自宅の
改修を行い、在宅生活の準備ができます。
独居や老々介護中の方も、職員が駆けつけて
対応できるので、困った時に備えられます。
他には、「行きたくない」と介護サービス（デイ
サービスなど）を利用できない方です。最初の
1カ月は訪問で職員と一緒にご自宅の周りを散
歩して関係性をつくり、その後、通所で昼食と
入浴の 2 時間利用になった方もいます。
空きがあれば急な宿泊にも対応できますし、
とにかく柔軟な対応で在宅生活を支えられる
のが小規模多機能ホームのいいところです。

●顔見知りの職員さんがさまざまな場面で対
応してくれるのは安心感がありますね。利用
者の方がみんなんちを選んだ決め手は？
生活クラブ組合員の方からは、組合員が参加
して作った社会福祉法人なので、安心して利用
できるという声があります。体験利用の時の昼
食がおいしかったと契約される方も多いです。
主要な食材は生活クラブの消費材を利用して
いるので、味には定評があります。
定期的にイベントを開催しているのも好評です
ね。通所利用時にはお散歩や外食、年 2回は
バスや福祉車両を借りて遠足もしています。今
年はしながわ水族館に行く予定です。

●職員のみなさんが特に大事にしていること
は何でしょうか。
ご自宅で元気に暮らし続けられるように、足
腰を強くすることを意識しています。通所利用
の体操やリハビリの時間には、利用者ご本人や
ご家族から体調や住まいの状況を伺い、それ
ぞれに合う方法を探して取組みしています。

●介護保険事業以外に、地域の方に向けた取
組みもされています。今日の「みんなんち食堂」
はどのような取組みなのでしょうか。
近隣の一人暮らしのご高齢の方が家から出る
きっかけや、誰かと一緒に食事をする機会にし
たいと始めました。昨年 8月に月 2 回開催で
開始して11月からは毎週開催に変更し、リピ
ーターも増えてきました。毎週10 名前後の方
が参加されています。

●その他、地域の方向けのイベントは？
生活クラブ運動グループのエコメッセ駒沢店に
協力していただき、リユース品のバザーを施設
の軒先で月 2回土曜日に開催しています（7月

～ 9月は暑さのためお休み）。通りがかりの方
が立ち寄り、施設を知るきっかけになっていま
す。取組みを通して、地域に見守りの目をつく
っていきたいです。

●どのような施設をめざしたいですか？
介護の困りごとを解決する場として、近隣のみ
なさんに頼りにされるようになりたいです。行
政の窓口などの紹介もできるので、ぜひ気軽
にご相談ください。
老後のお金についてなど、社会福祉法人だか
らこそ伝えられる勉強会や、「生活クラブ 10
の基本ケア」の学習会など、学びの場も作っ
ていきたいです。
地域の方のボランティアも募集していますの
で。まずは気軽に来て、将来を考えるきっかけ
にしていただければと思います。

通所利用のみなさん。施設内は利用者のみなさんの
折り紙が飾られています。テーブル中央の男性は折り
紙を一緒にする職員

回転備蓄を兼ねて、たくさんの消費材が
保管されているパントリー

小規模多機能ホームみんなんち管理者田
とうじ

路 紀
のりこ

子さん（中央）
みんなんち食堂は主に田路さんと稲村さん（みんなんち・写真右）、
高谷さん（グループホームちとせ・写真左）の3人で運営しています

今日のメニューは
炒飯と餃子。平田
牧場の豚肉を使
った手作り餃子は
人気メニューです

みんなんち食堂はケアセンター世田
谷1階の「スペースゆうゆう」で毎週
火曜日に開催（参加費300円）。おい
しい食事を前に、会話がはずみます

駅前の掲示板でチラシを見て
参加しました。味付けも丁度
良く、何より真心が感じられ
ます。スタッフも和気あいあ
いとしながら、真面目で一生
懸命に対応してくれます。こ

こに来ている80代90代のみなさんも生き生きと
していて、励みにもなっています。（鶴丸さん）

最初はお友だちに誘われて参加しました。家
では一人なので、毎週みなさんに会えるのを
楽しみにしています。おかずも味付けがしっ
かりしていておいしいです。スタッフの方もや
さしいし、参加者のみなさんとも家族のよう
な雰囲気です。都営住宅に住んでいて、周り

も一人暮らしが多いのですが、話ができる人は少ないですね。こ
こに来るとたくさんお話ができて嬉しいです。（野口さん）

みんなんち食堂 利用者の声
社会福祉法人悠遊
小規模多機能ホーム
みんなんち
世田谷区千歳台4-2-1
TEL 03-5490-7601

問合せ

悠遊▶
WEBサイト

まち活動に参加しよう


